田園の 幻 



i 島 与 志 雄 



うか、 と 済んで しまった。 おかげで、 私 は 十本ば かり 

高値に 買わせられた。 東京からの お客さんに は、 へん 

な 特権が あるら しい。 

日没後の 残照の 中に 夕靄が たなびき、 靄が 薄ら ぐ と 

共 に 明るみ も 薄らぎ 空 の 星が 光リを 増して くる。 

ド— ン、 ド— ン、 ドンド n ドン、 ド— ン、 ド 1 ン… 

太鼓の 音が する よう だ。 耳 をす ますと、 果して、 八 

幡 様の 森の 方で 太鼓の 音が している。 もうお 祭りが 初 

まるので あろう。 

宗太郎 が 砂糖黍 を 二 本 かついで 来た。 まだ 若くて、 



根本の 方に しか 甘み はない。 私が ジャック. ナイフ を 

出して やる と、 彼 は 砂糖黍 を 一節ず つ 器用に 切った。 

堅い 表皮 を 歯で むいて、 まだ 薄皮の 残って いる やつ 

を嚙 みしめ るので ある。 青ぐ さい 仄かな 甘みが、 砂糖 

の あくど さと 違って、 野の 幸 を 思わせる。 

「お父さん どうして るんだ ろうご 

砂糖黍の 嚙み滓 を 吐き出し、 太鼓の 音に 聞き耳 を 立 

てて、 宗太郎 は 眩いた。 投網の 夜 打ちが 済んだら、 彼 

は 八幡 様のお 祭りに 行く つもりな ので ある。 

彼の 父の 宗吉と 私 は、 その 晚、 八幡 様に は 行かない 

で、 家で 一献 酌む ことにし ていた。 お祭りと いっても、 



けちな 賭博の 集りな ども あるら しいとの こと。 

「そろそろ、 出かけましょう かご 

宗吉が 投網 を 肩に かけ、 宗太郎 が 龕燈を さげて いる。 

私 は 竹 編み の 魚 籠 を 持 つ 役 だ。 

もし 不在 中に 花 子が 荷物 を 取りに 来たら、 困る こと 

になる かも 知れない と、 私 はちら と 考えた。 お祭りの 

晚 あたりに …… と 彼女 は 言った。 然し 漠然とし たこと 

なので、 馬鹿正直に 待って るに も 及ぶまい。 

ド— ン、 ド— ン、 ドンド n ドン、 ド— ン、 ド 1 ン… 

かすかに、 八幡 様の 方で は 太鼓が 鳴って いた。 道路 



すれば、 狐火が 無い とも 言えないで しょうご 

「そんな 風に 言えば、 狐火 も ある わけ だが …… ご 

二人とも、 なんだか 口数 少く、 話が はずまな いので 

ある。 

すると、 下女が 宗吉を 呼びに 来た。 茂 助さん が 来て 

ると 1 一目う。 

一人に なって、 私 は ぼんやり 狐火 を 眺めて いた。 酒 

を 飲んだり、 煙草 を ふかした りして、 またも 狐火 を眺 

めた。 だいぶ 時間が たって、 戻って きた 宗吉 は、 妙に 

くしゃくしゃな 顔 をして いた。 

彼 は どっかと 胡 坐 を かいた。 



らず、 酩酊の あまり 川に 落ちて、 心臓 〔# 「心臓」 は 底 

本で は 「必臓 匕 が 痲痺した ものと、 推定され た。 驚か 

れ るの は、 妊娠し てること だった。 

彼女が 何故に 杉の 沼の ほとりまで 行った か、 それが 

疑問だった。 ところが、 噂の 通り 彼女に は 三人の 情人 

があった。 その 三人と も、 その 日暮に 河の 堤防まで 来 

て くれと 彼女から 呼び出し を 受けた と、 警察で、 同じ 

ような 申し立て をした。 そして 三人と も 行かず、 八幡 

様のお 祭りで 飲み 騒ぎ、 アリバイの 証人 は 沢山あった _ 

I 後で、 三人 は 村人の 笑い話の 種と なった。 

翌日の 夜、 私のと ころへ、 宗吉が 町の 警官 を 同道し 
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